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 要 旨   

目的： 

月ごとの喫煙率、禁煙の動機や禁煙の試みがハイリスクな飲酒率、飲酒量を減らす動機

や試みの変化に関連しているかどうかをイギリスで調べることである。 

方法： 

2014年 4月から 2016年 6月の間で、Alcohol and Smoking Toolkit Studiesのデータを

用いた。この研究では、毎月、家庭で対面調査した 16歳以上 1,700人が含まれる。外生

変数を用いた自己回帰和分移動平均モデル（ARIMAX）を用いて、毎月ごとの喫煙とハ

イリスク飲酒率、禁煙及び減酒への高い動機、禁煙と減酒への試みとの関連をそれぞれ

評価した。 

結果： 

研究期間内での平均喫煙率は 18.6%で、ハイリスクな飲酒率は 13%であった。時系列の

平均喫煙率が 1%減少すると、2 カ月後の平均のハイリスクな飲酒率は有意に 0.185%減

少していた（95%信頼区間、0.033－0.337、P=0.017）。禁煙及び減酒への高い動機

（β=0.324、信頼区間、-0.371－1.019、P=0.360）、禁煙と減酒への試み(β=-0.026、95%

信頼区間、-1.348－1.296、 P=0.969)では、統計的な有意な関連は認められかなった。 

結論： 

2014 年から 2016 年の間で、毎月ごとの喫煙率の変化はハイリスクな飲酒率と正の関連

が認められた。禁煙及び減酒への高い動機、禁煙と減酒への試みには、統計的に有意な

関連は認められなかった。 

 

 


